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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
12
月
に
は
、
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
の
阿
久
根
イ
ン
タ
ー
〜
県
境
間
の

都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
念
願
で
あ
り
ま
す
高

規
格
道
路
の
整
備
が
い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま

し
た
。

本
市
は
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
育
ま
れ
た

新
鮮
な
水
産
物
や
豊
富
な
農
畜
産
物
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
、

「
北
薩
横
断
道
路
」
と
併
せ
た
高
速
交
通
体

系
の
整
備
に
よ
り
地
域
の
持
つ
潜
在
力
は
さ

ら
に
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て

も
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
を
見
据
え
、
物

と
人
と
情
報
が
交
流
す
る
「
交
流
拠
点
」
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
測
量
な
ど
道
路
整
備
に
向
け
た
具

体
的
な
作
業
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を
見
直
す
三

位
一
体
改
革
で
は
、
３
兆
円
の
税
源
移
譲
が

決
着
し
ま
し
た
が
、
単
に
国
の
負
担
を
地
方

に
付
回
し
し
た
だ
け
と
も
言
え
、
税
財
源
が

脆
弱
な
本
市
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
に
よ
る
行

政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
、
ど
う
し
て
も
市
民
の
皆
様
方
の
お
力

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
官
か
ら
民
へ
の
流
れ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
私
は
、
業
務
の
民

間
委
託
を
は
じ
め
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
及
び
国

民
宿
舎
を
民
営
化
し
、
昨
年
の
４
月
に
は
、

図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
も
、
こ
う
し
た
流
れ
を
積
極

的
に
進
め
、
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

お
願
い
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
や
は
り
阿
久
根
の
地
域
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
阿
久

根
市
の
持
つ
資
源
、
産
業
、
文
化
、
自
然
環

境
、
安
全
・
安
心
な
環
境
、
子
育
て
の
環
境

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
地
域
の
持
つ

力
を
総
合
的
に
高
め
る
こ
と
に
よ
り
豊
か
で

明
る
い
ま
ち
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
を
担
う
市
民
の
皆

様
方
お
一
人
お
一
人
の
力
と
英
知
を
結
集
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
先
の
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
市
民
の
負
託
を
担
い
ご

当
選
の
栄
を
得
ら
れ
ま
し
た
議
員
の
皆
様
と

と
も
に
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
地

域
の
活
性
化
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
18
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
、
限
り
な
い
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

－２－

南九州西回り自動車道完成予想図
阿久根北インター上空から市街地を望む

平
成
18
年
１
月

阿
久
根
市
長

斉
　
藤
　
洋
　
三

年
頭
の
あ
い
さ
つ

物物
とと
人人
とと
情情
報報
がが
交交
流流
すす
るる

交交
流流
拠拠
点点
とと
しし
てて
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
12
月
26
日
の
第
４
回
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
議
長
の
要
職
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て
、
改
め
て
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
受
け
し
ま
し
た
か
ら
に
は
、
公
正
無
私

の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
、
市
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
広
く
市
民
の
声
を
お
聞
き

し
謙
虚
に
受
け
止
め
、
各
議
員
の
力
を
お
借

り
し
公
正
な
議
会
運
営
を
図
り
な
が
ら
、
市

政
の
推
進
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
ぞ
市
民

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
将
来
を
展
望
し
た
第

４
次
阿
久
根
市
総
合
開
発
計
画
（
後
期
計
画
）

を
策
定
し
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
執
行
部
と
協

力
し
市
民
の
方
々
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く

懸
命
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。年

頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

※
敬
称
略

■■
総総
務務
文文
教教
委委
員員
会会
（（
８８
人人
））

◎
的
　
場
　
眞
　
一
　
○
築
地
新
　
公
　
女

竹
　
原
　
信
　
一
　
　
児
　
玉
　
賢
一
郎

平
　
田
　
修
　
二
　
　
山
　
田
　
　
勝

若
　
松
　
冨
　
春
　
　
庵
　
　
　
重
　
人

■■
産産
業業
厚厚
生生
委委
員員
会会
（（
８８
人人
））

◎
鳥
　
飼
　
光
　
明
　
○
山
　
下
　
孝
　
男

木
　
下
　
孝
　
行
　
　
新
坂
上
　
　
誠

櫁
　
柑
　
幸
　
雄
　
　
k
之
上
　
大
　
成

西
　
田
　
己
之
助
　
　
京
　
田
　
道
　
弘

■■
議議
会会
運運
営営
委委
員員
会会
（（
６６
人人
））

◎
櫁
　
柑
　
幸
　
雄
　
○
山
　
下
　
孝
　
男

鳥
　
飼
　
光
　
明
　
　
築
地
新
　
公
　
女

児
　
玉
　
賢
一
郎
　
　
的
　
場
　
眞
　
一

■■
議議
会会
選選
出出
監監
査査
委委
員員

児
　
玉
　
賢
一
郎

■■
北北
薩薩
広広
域域
行行
政政
事事
務務
組組
合合
議議
会会
議議
員員

竹
　
原
　
信
　
一
　
　
築
地
新
　
公
　
女

櫁
　
柑
　
幸
　
雄

■■
阿阿
久久
根根
地地
区区
消消
防防
組組
合合
議議
会会
議議
員員

鳥
　
飼
　
光
　
明
　
　
児
　
玉
　
賢
一
郎

新
坂
上
　
　
誠
　
　
　
庵
　
　
　
重
　
人

－３－

平
成
17
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
12
月
26
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
４
日
に
執
行
さ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
開
か
れ
た
今
議
会
で

は
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
27
代
議
長

に
京
田
道
弘
氏
が
、
副
議
長
に
庵
重
人
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
な
ど
の
選
任
も
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

平成17年第４回市議会定例会

第第
2277
代代
議議
長長
にに
京京
田田
道道
弘弘
氏氏
選選
出出

副副
議議
長長
にに
はは
庵庵

重重
人人
氏氏

就
任
の
あ
い
さ
つ

阿
久
根
市
議
会
議
長

京
田
　
道
弘

委
員
会
等
の
構
成



－４－

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
Y

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
Y

平
成
18
年
　

成
人
式

１
月
５
日
、
平
成
18

年
成
人
式
が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
成
人
を
迎
え
た
昭
和
60

年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
61

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
323

人
が
出
席
し
、
新
た
な
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
多
く
の
来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
出
席
し
た
新
成

人
も
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
式
典
終
了
後
は
、
友
人
た
ち
と
の
再
会
に
喜
ぶ
姿
が
あ

ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
成
人
式
は
、「
自
分
た
ち
で
素
晴
ら
し
い
成
人
式
に

し
よ
う
」
と
、
昨
年
９
月
か
ら
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、

祝
儀
舞
や
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
を
企
画
し
、
出
席
さ
れ
た
来
賓
や

家
族
の
方
か
ら
、「
ひ
と
味
違
っ
た
内
容
で
、
大
変
素
晴
ら
し
い
式
典
」

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

式の司会を務めた新成人
小牟田祥子さん（左）
竹之内梨歌さん（右）

新成人による祝儀舞 大人への仲間入り
新成人を祝ってオープニングでの太鼓演奏
（阿久根太鼓「響流」）



－５－

平成18年　成人式

友達と仲良く記念写真

実行委員会が企画し行なわれたARTSリーダーBON
ソロライブ。会場は大いに盛り上がりました。

新成人の意見発表新成人の意見発表

私たち新成人は、皆それぞれの道は
異なりますが、自然豊かな阿久根に生
まれたことを誇りに思い、それぞれの
夢が実現できるよう、一歩ずつ前へ進
んでいきたいと思います。

園川　昭仁さん

人を思いやる気持ちを忘れず、いつ
も笑顔で周りの人を幸せな気持ちにで
きる大人になりたいです。そして、こ
れからは、支えてくれた沢山の人に恩
返しをしていきたいです。

永井野　由紀さん

実行委員会の皆さん

新成人の皆さんへ新成人の皆さんへ
20歳になったら国民年金

新成人の皆さん、ご成人おめでとうございま
す。国民年金の手続きはお済みですか。20歳に
なったけれど手続きを忘れていた、という方に
は、ご自宅に届書をお送りしていると思います。
「年金なんてまだ先のこと」と考える人もいま
すが、国民年金は老後の生活保障だけでなく、
万が一スポーツやレジャー等でけがをし、障害
が残ったときなどにも皆さんを守ってくれます。
活動的な若い皆さんにこそ、もしもの場合に備
える国民年金が重要だともいえます。
また、学生で保険料を納めることが困難なと

きは保険料を後払いできる「学生納付特例制
度」、学生でない方は「若年者納付猶予制度」な
どがありますのでご利用ください。

※問い合わせ先
川内社会保険事務所

1０９９６－２２－５２７６（代表）
市民環境課　国民年金係

1７３－１２１１（内線１４２３）

■第１回実行委員会　９月30日

【場　所】市民会館２階第７会議室

【参加者】実行委員10名

【内　容】q実行委員の自己紹介　　w成人式実施要項の説明

e役割分担について　　　r記念品について

t式の内容について

■第２回実行委員会　11月10日

【場　所】市民会館２階第７会議室

【参加者】実行委員10名

【内　容】q経過説明　　　　　　　w発表者の決定

e市への記念品の決定　　r式典の詳細について

■第３回実行委員会　12月17日

【場　所】市民会館大ホール

【参加者】実行委員９名、発表者２名

【内　容】q発表者の自己紹介　　　

wリハーサル（司会・意見発表・活動発表等）

e当日の最終打合せ

成人式実行委員会の取組成人式実行委員会の取組



市
の
「
竹
の
子
い
ち
ば
ん
栽
培
グ

ル
ー
プ
」（
餅
越
学
会
長
）
の
モ
ウ

ソ
ウ
チ
ク
が
、
安
心
で
安
全
な
農
林

水
産
物
と
し
て
11

月
15

日
付
け
で
、

県
か
ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。（
認
証

第
11
号
）

同
グ
ル
ー
プ
は
、
厳
し
い
産
地
間

競
争
に
打
ち
勝
ち
、
本
市
の
モ
ウ
ソ

ウ
チ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
ろ
う

と
、
日
ご
ろ
か
ら
手
入
れ
の
行
き
届

い
た
竹
林
に
肥
料
を
与
え
、
品
質
の

高
い
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
育
成
に
努
め

て
い
る
12
戸
の
農
家
の
方
々
。
そ
の

会
員
は
、
生
産
か
ら
出
荷
ま
で
の
各

段
階
に
お
い
て
生
産
履
歴
を
記
録

し
、
安
心
基
準
と
安
全
基
準
か
ら
な

る
県
の
農
林
水
産
物
認
証
制
度
の
厳

し
い
審
査
に
合
格
し
ま
し
た
。

12
月
５
日
に
は
、
認
証
式
と
初
出

荷
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
の

朝
集
荷
し
た
ば
か
り
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ

ク
計
約
70
キ
ロ
は
、
関
係
者
ら
が
見

守
る
中
、
関
東
方
面
に
向
け
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。

出
荷
を
終
え
た
餅
越
会
長
は
「
こ

の
認
証
制
度
は
毎
年
厳
し
い
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
阿
久
根

の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
更
な
る
品

質
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

－６－

伊
藤
知
事
に
「
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
」
の

販
路
拡
大
の
た
め
県
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
お
願
い
す
る
斉
藤
市
長

（
12
月
12
日
知
事
室
）

県
が
安
心
・
安
全
な
農
林
水
産
物
と
し
て

本
市
の
「
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
」
を
認
定
Y

県
が
安
心
・
安
全
な
農
林
水
産
物
と
し
て

本
市
の
「
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
」
を
認
定
Y

―
竹
の
子
い
ち
ば
ん
栽
培
グ
ル
ー
プ
―初出荷を見送る関係者 認証証書を受け取る餅越会長

竹の子いちばん栽培グループの「モウソウチク」



－７－

上脇直之くん（阿久根中２年）の力強い
選手宣誓

親子で仲良くゴールを目指す

走った後のふかしイモは、おいしーい

特産品フェアも同時開催

初冬のボンタン路に向けスタートZ

ボ
ン
タ
ン
畑
沿
い
を
走
る
選
手
た
ち

大 会 結大 会 結 果果
※敬称略。阿久根市在住の優勝者のみ掲載。市ホームページでは、各種

目、１位から３位までの氏名およびタイムを掲載してあります。

【小学生男子３キロ】 中原　拓海　　　　10分28秒

【高校生男子３キロ】 松木　祐二　　　　８分17秒

【中学生女子５キロ】 本坊　美穂　　　　24分４秒

【男性40歳代５キロ】 吉田　義美　　　　17分18秒

【男性29歳以下ハーフ】 宇都　寿哉　１時間８分13秒

12月11日、第22回あくねボンタンロードレース大会が、市総合運動公園

を発着とするコースで開催されました。

３キロ、５キロ、10キロ、ハーフマラソンの種目に全国各地から約2,200
人の選手が参加し、初冬のボンタン路を走り抜けていました。

第22回あくねボンタンロードレース大会第22回あくねボンタンロードレース大会



こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
紙
の
原
本
で
管
理

さ
れ
、
手
作
業
で
記
録
な
ど
を
行
っ
て
い
た

た
め
、多
く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
で
し
た
。

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る

こ
と
で
、
戸
籍
の
作
成
か
ら
証
明
書
発
行
ま

で
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
事
務
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。

q
た
て
書
き
か
ら
よ
こ
書
き
へ
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、「
た
て
書
き
」
で
独

特
の
難
解
な
文
章
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、「
よ
こ
書
き
」
に
な
り
、

項
目
ご
と
に
整
理
・
記
載
さ
れ
、
内
容
が
わ

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

w
証
明
書
の
名
前
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全

員
を
証
明
す
る
も
の
を
「
戸
籍
謄
本
」、
個
人

を
証
明
す
る
も
の
を
「
戸
籍
抄
本
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
全
部
事
項
証

明
」（
戸
籍
謄
本
）、「
個
人
事
項
証
明
」（
戸

籍
抄
本
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
和
紙
の
戸

籍
は
、「（
平
成
）
改
製
原
戸
籍
」
と
し
て
保

存
し
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
以
前

（
２
月
25
日
以
前
）
の
戸
籍
等
が
必
要
な
場
合

は
、（
平
成
）
改
製
原
戸
籍
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

e
本
籍
地
番
号
の
「
の
」
が
省
略
さ
れ
ま
す

地
番
表
示
で
「
○
○
番
地
の
１
」
と
あ
っ

た
も
の
は
、「
○
○
番
地
１
」
と
表
示
さ
れ
ま

す
。戸

籍
の
氏
名
文
字
は
、
原
則
と
し
て
、
常

用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
そ
の
他
の
漢
字
辞
典

に
載
っ
て
い
る
文
字
（
正
字
等
）
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
辞
書
に
な
い
文
字
（
誤
字
等
）

で
記
載
さ
れ
て
い
る
人
の
氏
名
文
字
に
つ
い

て
は
、
辞
書
に
あ
る
文
字
に
置
き
換
え
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
該
当
す

る
人
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
登
録
す
る
「
氏
名
字
体
」
の
確
認
の
文
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
希
望
に
よ
り
、
現
在
の
誤
字
等

を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
文
書

を
受
け
取
っ
た
後
に
市
民
環
境
課
住
民
係
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
現
在
の

和
紙
の
ま
ま
で
戸
籍
を
処
理
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
戸
籍
の
異
動
が
あ
り
、
新
た
に

戸
籍
を
作
成
（
編
製
）
す
る
場
合
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
戸
籍
に
入
籍
す
る
場
合
は
、

正
字
等
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
住
民
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
１
・
１
４
２
２
）

－８－

■
戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り

こ
れ
ま
で
と
変
わ
る
点
は

■
登
録
す
る
た
め
の
「
氏
名
字
体
」

の
正
字
化
通
知
に
ご
協
力
を
！

■
戸
籍
の
電
算
化
と
は

２月25日から

戸籍事務電算化

スタートY

戸籍事務の電算化で
よりスピーディーに発行Y
より見やすくなります

新しい戸籍の見本

戸籍の電算化Q&A
Ｑ　電算化でＱ　電算化で、、証明手数料は変わりますか？証明手数料は変わりますか？
Ａ 電算化によって手数料が変わることはあ
りません。戸籍の証明手数料は、これまでど
おり１件あたり450円です。ただし、平成改製
原戸籍の手数料は、１件あたり750円です。

Ｑ　電算化されることでＱ　電算化されることで、、本籍地が市外で本籍地が市外で
もも、、阿久根市で戸籍の証明書が請求できる阿久根市で戸籍の証明書が請求できる
のですか？のですか？
Ａ 電算化されるのは本籍地が阿久根市にあ
る方だけです。本籍地が市外の方は従来どお
り、それぞれの本籍地の市区町村に請求して
ください。

Ｑ　電算化で個人情報は守られますか？Ｑ　電算化で個人情報は守られますか？
Ａ 個人情報を保護するため、管理規則など
で守られます。また、外部システムと接続す
ることはありませんので、不正侵入を受ける
ことはありません。



犬
や
猫
な
ど
が
引
き
起
こ
す
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
、
そ
の
ペ
ッ
ト
が
正

し
く
飼
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ど
の

理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■
放
し
飼
い
は
し
な
い

放
し
飼
い
は
、
周
り
の
人
に
迷
惑

を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
事
故
等

を
引
き
起
こ
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
繁
殖
の
制
限
を
す
る

繁
殖
を
さ
せ
た
く
な
い
場
合
は
、

「
不
妊
去
勢
手
術
」
を
行
い
、
繁
殖

を
制
限
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
フ
ン
の
始
末
を
す
る

散
歩
の
時
の
フ
ン
の
始
末
は
飼
い

主
と
し
て
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で

す
。
飼
い
犬
の
フ
ン
は
必
ず
家
に
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

■
犬
は
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が

必
要
で
す

飼
い
主
に
は
、
飼
い
犬
の
登
録
と

飼
い
犬
へ
の
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
、
野
犬
等
の
引
き
取
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
引
き
取
ら
れ
た
犬
や
猫
は
、

畜
犬
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
保
健
所
で
保
護
さ
れ
た

犬
や
飼
い
主
か
ら
引
き
取
っ
た
犬
・

猫
を
回
収
し
、
処
分
す
る
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

引
き
取
り
に
出
す
前
に
は
「
ペ
ッ

ト
は
家
族
の
大
切
な
一
員
」
と
い
う

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
市
と
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
1
（
本
坊
幸
吉
社
長
）

は
12
月
21
日
、
県
内
初
と
な
る
災

害
時
の
飲
料
水
提
供
に
関
す
る
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同

社
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
結

ば
れ
た
も
の
で
、
調
印
式
で
は
斉

藤
市
長
が
「
阿
久
根
市
民
に
と
っ

て
非
常
に
心
強
い
協
定
を
結
ば
せ

て
頂
い
て
感
謝
し
ま
す
」
と
、
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
調
印
に
よ
り
、
市
内
10
カ

所
の
指
定
避
難
場
所
に
、
災
害
時

に
飲
料
水
が
無
料
で
取
り
出
せ
る

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

災
害
情
報
が
、
平
時
に
は
ニ
ュ
ー

ス
や
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
が

自
販
機
上
部
の
電
光
掲
示
板
に
表

示
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
同
自
販
機
が
設
置
さ
れ

る
指
定
避
難
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
設
置
済
指
定
避
難
場
所

市
役
所
、
市
民
会
館
、
市
総
合

体
育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

■
設
置
予
定
指
定
避
難
場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
働
く
婦

人
の
家
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
大
川
地
区
公
民
館
、
西

目
地
区
集
会
施
設
、
鶴
川
内
地

区
集
会
施
設

－９－

飼飼
いい
主主
とと
しし
てて
のの
心心
がが
けけ

飼飼
育育
はは
責責
任任
をを
持持
っっ
てて
最最
後後
まま
でで

犬を飼われている方へ
平成17年11月26日、出水市で飼い犬による

咬傷（こうしょう）事故が発生しました。

犬は、動く物を追いかけたり、じゃれつい

たりする習性をもっており、生来の狩猟本能

により押し倒したものにかみつくこともあり

ます。これら犬の習性を理解したうえで、ス

トレスを与えないよう適切なしつけを行い、

人への危害発生防止に努めましょう。

「うちのワンちゃんは大丈夫！」ではなく、

いつでも事故が起こる可能性があることを十

分に考えて事故の発生防止に努めることが大

切です。

＊自分の犬が人をかんだ場合には、すぐ

保健所にご連絡下さい。

※連絡先

出水保健所　衛生課

1６３－３１１１（内線３２０）

調
印
後
、
握
手
を
す
る
斉
藤
市
長

と
本
坊
社
長
（
右
）

市
民
会
館
に
設
置
さ
れ
た
災
害
時

対
応
型
自
販
機

県県
内内
初初
、、
災災
害害
対対
応応
型型
自自
販販
機機
設設
置置

最
後
ま
で
、

し
っ
か
り
面
倒
み
て

ほ
し
い
ワ
ン
！
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平 成 1 8 年 度
個人住民税が
次 の よ う に
改正されます

～～ 主な改正内容主な改正内容 ～～

■老年者控除の廃止

年齢65歳以上の方に適用されていた老年者控除

（住民税48万円、所得税50万円）が廃止されるこ

とになりました。

■��歳以上の方に対する住民税の非課税措
置の廃止

年齢65歳以上の方で前年中の合計所得が125万

円以下の方に対する住民税の非課税措置が廃止さ

れることになりました。

ただし、平成18年度分については税額の３分の

２を縮減し、平成19年度分については税額の３分

の１を縮減するという経過措置が設けられていま

す。（平成20年度から全額課税となります。）

■公的年金等控除の見直し

65歳以上の方の公的年金収入を所得になおす計

算式が見直されました。たとえば、前年中の公的

年金の収入が260万円以下の方の控除額は140万円

から120万円に引き下げられます。

■定率減税の縮小

定率減税の額が、所得割額の15％に相当する金

額から7.5％に相当する金額に縮小されます。ま
た、限度額も４万円から２万円に引き下げられま

す。（所得税は平成18年分から20％から10％に、

限度額は25万円から12万５千円に改正されます。）

■住民税均等割の見直し

個人住民税均等割の納税義務を有する夫と生計

を一にする妻に対する均等割の非課税措置が完全

に廃止されます。（平成17年度は経過措置として

２分の１課税となっていました。）

これらの個人住民税の改正に伴い、住民税だけで

なく国民健康保険税や介護保険料の負担が前年度に

比べて大きくなる場合もあります。

例をあげましたので、ご自分の税金にどのくらい

影響があるのか参考にしてください。

詳しいご質問・ご相談は税務課課税係まで問い合

わせください。

※問い合わせ先　税務課課税係

1７３－１２１１（内線１４４３・１４４４）

68歳で年間の収入が公的年金180万円のみの
１人世帯の方の場合

平成��年度

合計所得金額

住 民 税

国民健康
保 険 税

介　　護
保 険 料

均 等 割

年 税 額

軽減判定

年 税 額

所 得 割

�������円

７割軽減

������円

２割軽減

������円

所得段階

年 税 額

第２段階

������円

第４段階

������円

合計所得金額が
���万円以下の
ため非課税

�������円

�����円

�����円

�����円

平成��年度

68歳で年間の収入が公的年金180万円のみの
１人世帯の方の場合

《住民税》平成��年度　非課税　→　平成��年度　課税
65歳以上で所得125万円以下の方に対する非課税措置が廃止さ

れたことにより住民税が課税されます。

（経過措置により平成18年度は３分の１の課税）

《国民健康保険税》
公的年金等控除の改正に伴い、国民健康保険税の中の所得割部

分が増加します。

また、７割の軽減を受けておりましたが、これが受けられない

こととなります。ただし、２割の軽減（申請が必要）は受けるこ

とができます。

《介護保険料》
住民税（市民税）が課税となったことにより段階が第２段階か

ら第４段階にあがります。

＊この方の場合、前年比で��,���円の負担増となります。

※この試算結果はあくまでも目安であり、家族構成等に

より税額には個人差があります。また、現段階におけ

る税率等による試算となっています。
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給与所得者の所得税は、毎月の給料や賞与から源泉徴収され、その年の

最後の給料や賞与の支払時に行われる「年末調整」によって精算されます

から、大部分の給与所得者の方は改めて確定申告をする必要はありません。

しかし、q給与の年収が２千万円を超える方、w給与所得や退職所得以

外の各種所得金額（例えば、生命保険契約等に基づく一時金を受け取られ

た場合や、不動産の貸付けによる収入がある場合など）の合計が２０万円

を超える方、e２か所以上から給与を受けている方、r給与所得者以外で

昨年中の所得の合計額が基礎控除、配偶者控除、扶養控除などの所得控除

の額を超える方などは確定申告をしなければならないこととなっています。

また、この他にq風水害などの災害に遭われた方、w多額の医療費を支

払われた方、eマイホームを新築（購入）・増改築し年末において金融機関

からの借入金残高のある方などは、確定申告をすると源泉徴収されている

所得税が還付されることがあります。

なお、確定申告の作成に関する相談会場に来場の際には、整理・集計を

行った収入のわかる資料および経費の領収書等のほか、筆記具、電卓、印

鑑を持参してください。

詳しくは次まで問い合わせください。

※問い合わせ先

出水税務署　個人課税部門　1６２－０９０２

阿久根市　税務課　課税係　1７３－１２１１（内線１４４３･１４４４）

◎ 確定申告をしなければならない方

申告・納付期限の３月15日間近になると、税

務署の窓口は大変混雑します。申告書は自分

で書いて、できるだけ早めに提出してくださ

い。

平成平成1717年分年分
所得税の確定申告所得税の確定申告
２月16日E～３月15日D

内　　容

消費税申告書の

書き方説明会

公的年金所得者

説明会

住宅借入金等

特別控除説明会

白色確定申告

集合指導

青色決算説明会

午前１０時～正午

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～正午

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～正午

午後１時３０分～４時

午前９時～１１時３０分

午後１時～４時

阿久根市市民会館

第１会議室

阿久根市市民会館

第１会議室

阿久根市市民会館

大ホール

出水市中央公民館

小ホール

阿久根市役所

２階大会議室

１月１７日（火）

１月２５日（水）

２月１日（水）

１月２７日（金）

１月３０日（月）

２月２７日（月）

２月２８日（火）

３月　１日（水）

消費税の課税事業者

営業・農業・不動産等

の所得がある方で青色

申告をされている方

マイホームを持たれた

方で年末に借入金残高

のある方

青色申告および譲渡・

株式等の分離所得者を

除く。

公的年金の受給者で、

確定申告が必要な方

（営業・農業・不動

産・譲渡・退職所得の

ある方を除く。）

実　施　日 時　　　間 会　　場 対　象　者

出水税務署からのお知らせ出水税務署からのお知らせ
平成17年分確定申告等の作成説明会および集合指導を下記の日程で行います。
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１　概要
阿久根市では、平成17年２月に「阿久根市行財政改革チャレンジプラン」を策定し、広報あくね（２月号）等

で公表しました。この中で、「第３次阿久根市行政改革大綱」を基本として、６つの基本項目、11の重点事項、
31の実施項目、77件の「実施細目」からなる「実施計画」を定めています。広報あくね８月号では、平成16年
度から平成17年第１四半期（６月）までの進ちょく状況を報告しましたが、今回の報告は平成17年第２四半期
（９月）までの進ちょく状況をまとめたものです。
今後も、進ちょく状況については随時報告してまいりますので、よろしくお願いいたします。

２　全体の進ちょく状況
平成16年度から平成17年第２四半期（９月）までの進ちょく状況は、下の表のとおり「実施細目」77件のう

ち完了又は順調に進んでいるものが33件（42.9％）で、ほぼ順調の25件（32.5％）と合わせると、「実施細目」の
約４分の３が予定どおり進んでいる状況です。平成17年第１四半期までと比較すると、ほぼ順調以上が6.5％増
えており、取り組みの成果が現れてきていると思われます。しかし、約４分の１は予定どおり実施されておら
ず、特に停滞又は未着手が10件（13.0％）ありますので、さらに研究を重ねながら取り組みを強化していく必要
があります。
また、「経費削減効果見込額」は、行革を実施して経費の削減につながるマイナス要因と、行革は実施するも

のの新たに支出を伴うプラス要因の合計額を表していますが、平成16年度から平成18年度までの「経費削減効
果見込額」509,545千円のうち、260,088千円（51.0％）が平成17年第２四半期（９月）の時点における達成額と
なっています。これは、平成17年第１四半期までと比較して39,918千円の増加となっています。

３　一覧表の内容
下の一覧表は、「実施計画」の中の「実施細目」の進ちょく状況及び経費削減効果達成額などを基本項目及び

重点事項ごとに数値化したものです。なお、市のホームページ（http://www.city.akune.kagoshima.jp/）では、
「阿久根市行財政改革チャレンジプラン」の内容を含め、「実施計画」の進ちょく状況を「実施細目」１件ごと
に掲載してありますのでご利用ください。

第３次行政改革大綱実施計画進ちょく状況一覧表第３次行政改革大綱実施計画進ちょく状況一覧表 （平成17年第２四半期まで）

第３次行政改革大綱実施計画進ちょく状況について第３次行政改革大綱実施計画進ちょく状況について

担当　行政改革推進室
1（７３）－１２１１（内線1611）

第３次行政改革大綱実施計画
基本項目・重点事項

実施細
目件数

実施細目の進捗状況（件数）
経費削減効果
見込額（千円）

経費削減効果
達成額（千円）完了又は

順調 ほぼ順調 やや遅れ
気味

停滞又は
未着手

１　事務事業の見直し

２　時代に即応した組織機構の見直し

３　定員管理及び給与の適正化の推進

４　効果的な行政運営と職員の能力開発等の推進

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上

６　会館等公共施設の設置及び管理運営

27 

13 

14 

5 

5 

10 

1 

9 

11 

9 

2 

15 

4 

11 

9 

1 

8 

77

13 

7 

6 

3 

3 

10 

1 

9 

2 

2 

0 

3 

1 

2 

2 

0 

2 

33

11 

5 

6 

0 

0 

0 

0 

0 

4 

4 

0 

4 

1 

3 

6 

1 

5 

25

2 

0 

2 

1 

1 

0 

0 

0 

4 

2 

2 

2 

1 

1 

0 

0 

0 

9

1 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

1 

1 

0 

6 

1 

5 

1 

0 

1 

10

△ 85,543 

△ 7,522 

△ 78,021

△ 16,000 

△ 16,000 

△ 346,757 

△ 226,355 

△ 120,402 

180 

180 

0 

120,000 

0 

120,000 

△ 181,425 

△ 204,024 

22,599 

△ 509,545

△ 55,532 

△ 8,800 

△ 46,732 

0 

0 

△ 292,179 

△ 230,462 

△ 61,717 

0 

0 

0 

93,706 

0 

93,706 

△ 6,083 

△ 20,325 

14,242 

△ 260,088

a　効率的な行政サービスの提供

s　簡素かつ効率的な行政運営

a　組織・機構の見直し

a　職員数の削減

s　給与等の適正化

a　職員の資質向上

s　効果的な行政運営

a　窓口事務の向上

s　行政の情報化

a　財産の有効活用

s　公共施設の管理運営

合　　　　　　　　　計
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男 女 が 対 等 な パ ー ト ナ ー と し て
と も に 自 分 ら し く 生 き る た め に
男 女 が 対 等 な パ ー ト ナ ー と し て
と も に 自 分 ら し く 生 き る た め に

男女共同参画コーナー男女共同参画コーナー

すべての人々が、その人権を尊重され、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することがで
きる男女共同参画社会の実現は、真の男女平等の実現とともに、少子高齢化の進展や地域社会の変容など、
社会・経済情勢の急速な変化に対応していくために重要な課題であり、阿久根市も平成12年３月に策定した
「あくね男女共同参画プラン」に基づき、男女共同参画社会の実現を図るための施策・事業を推進しています。

１　政策・方針決定過程への女性の参画状況
a 審議会等委員、議会議員に占める女性の割合（各年３月31日現在）
本市の審議会等における女性委員の割合は、平成12年３月末14.0％が平成16年３月末では23.2％と着
実に増えてきていましたが、平成17年３月末22.7％と前年から0.5％の減となりました。

＊市民の半数以上占める女性が、市の政策や方針決定の場に参画していくことは、男女共同参画社会の
基本であり、「あくね男女共同参画プラン」では、この割合を平成23年３月末までに30％に引き上げる
ことを目標にしています。

市議会における女性議員は平成13年12月に１名誕生し、全議員に占める割合は4.5％となっていますが、
平成17年３月末現在の県内の市議会の女性議員が全体に占める割合は7.4％となっており、県下では低い
割合となっています。

【単位：％】

注１　国の審議会等の数字は９月末現在
注２　国の議会は衆参両議院のこと

2 地域社会等における女性の参画状況（県内の状況）
a 自治会組織における女性の参画状況（各年４月１日現在）

【単位：人、％】

s 農協等への女性の参画状況（各年10月１日現在）
【単位：％】

＊上記について、平成17年７月に本市の女性農業委員は
１名となり8.3％の割合になりました。

※記事に関する問い合わせ先　企画調整課企画係　1７３－１２１１（内線1216）
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12
月
18
日
、
市
民
会
館
で
鹿
児

島
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
大
木

公
彦
教
授
を
迎
え
、
文
化
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
阿
久
根
の
化
石
と
自
然
の
魅

力
」
と
い
う
演
題
で
開
催
さ
れ
た

講
演
会
に
は
、
多
く
の
市
民
ら
が

出
席
。
大
木
教
授
の
「
阿
久
根
は

地
質
学
的
に
特
徴
あ
る
場
所
」
と

の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

地地
質質
学学
をを
通通
じじ
阿阿
久久
根根
のの
魅魅
力力
語語
るる

―

文
化
講
演
会

―

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係173-1211（内線1214）

12

月
17

日
、
18

日
、
年
末
恒
例
の
産
業
祭

「
ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
自
然
だ
ネ
祭
り
」
が
、
市

総
合
運
動
公
園
内
多
目
的
雨
天
屋
内
練
習
場
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
の
期
間
中
は
、
寒
波
の
影
響
で
例
年
に

な
い
ほ
ど
寒
い
日
で
し
た
が
、
会
場
は
、「
食

の
ま
ち
阿
久
根
」
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
水
産
物

や
農
産
物
、
加
工
品
な
ど
の
特
産
品
が
、
市
価

よ
り
安
く
販
売
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
買

い
物
客
ら
で
活
気
づ
い
て
ま
し
た
。

ま
た
、
温
か
い
ク
ジ
ラ
汁
や
ク
ジ
ラ
肉
の
刺

身
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、

様
々
な
催
し
物
も
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
特
産
品

な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、
幸

運
を
射
止
め
た
当
選
者
ら
は
う
れ
し
そ
う
に
賞

品
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市

内
の
保
育
園
児
や
小
学
生
ら
が
出
演
。
郷
土
芸

能
や
竹
太
鼓
な
ど
を
披
露
し
祭
り
を
盛
り
上

げ
、
詰
め
掛
け
た
保
護
者
ら
は
、
温
か
い
声
援

や
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

寒寒
いい
中中
、、
産産
業業
祭祭
にに
ぎぎ
わわ
うう

―

ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
自
然
だ
ネ
祭
り

―

大
勢
の
買
い
物
客
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、
お
ゆ
う
ぎ
を
披
露
す
る

園
児
た
ち

地質学が専門の大木教授の講演

12

月
15

日
、
西
目
小
と
尾
崎
小

の
児
童
ら
に
よ
る
ボ
ン
タ
ン
交
流
会

が
あ
り
ま
し
た
。

西
目
小
の
３
・
４
年
生
22
名
が
尾

崎
地
区
を
訪
問
し
、
尾
崎
小
の
全
校

児
童
15
名
と
学
校
近
く
の
ボ
ン
タ
ン

園
で
色
や
形
、
大
き
さ
な
ど
か
ら
ボ

ン
タ
ン
の
実
を
一
人
２
個
収
穫
。

そ
の
後
、
尾
崎
小
の
体
育
館
で
収

穫
し
た
ボ
ン
タ
ン
を
お
互
い
品
評
し

あ
い
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ボボ
ンン
タタ
ンン
狩狩
りり
でで
交交
流流

―

西
目
小
と
尾
崎
小

―

ボンタンを審査し合う児童たち
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みんなのアルバム

12
月
６
日
、
山
下
小
の
５
・
６

年
生
32
人
が
、
高
松
川
で
30
セ
ン

チ
ほ
ど
の
ウ
ナ
ギ
計
35
キ
ロ
を
放

流
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
放
流
を
通
し
て
、

川
を
大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
高
松
川
漁
業
協
同

組
合
が
実
施
。
児
童
ら
は
放
流
の

際
、
ウ
ナ
ギ
に
「
大
き
く
育
っ
て

ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
、
い
つ
ま

で
も
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

大大
きき
くく
育育
っっ
てて
ネネ


―

山
下
小
ウ
ナ
ギ
放
流

―

ウナギを放流する児童ら

平
成
17
年
度
肉
用
牛
枝
肉
共
進
会
が
11
月
26

日
、
1
阿
久
根
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
市
内
の
肥
育
農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

肉
用
牛
27
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
審

査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

◎
最
優
秀
賞

石
沢
チ
ハ
ル

◎
優
秀
賞

園
川
昭
司
　
　
　
筒
　
作
男

石
沢
豊
樹
　
　
　
平
　
正
博

おお
いい
しし
いい
牛牛
肉肉
づづ
くく
りり
をを
目目
指指
しし
てて

―

肉
用
牛
枝
肉
共
進
会

―

肉色やサシの具合などを入念に審査

12月19日、鶴翔高校
の生徒から市へ葉牡丹
の寄贈がありました。
生徒たちは「市役所
を訪れる多くの方が、
鮮やかに色づいた葉牡
丹を見て、楽しんでく
れればうれしいです」
と話していました。

12月１日、鶴川内小
の児童が、地域の高齢
者と一緒にモチつき交
流を楽しみました。
児童らは、順番にき
ねを手にし「ヨイシ
ョ！ヨイショ！」 と
テンポよく高齢者と息
を合わせ、モチつきに
挑戦していました。

鮮やかに色づいた鮮やかに色づいた葉葉
は

牡牡
ぼ

丹丹
た ん

を寄贈を寄贈
－ 鶴翔高校 －

地域の高齢者とモチつき交流地域の高齢者とモチつき交流
－ 鶴川内小 －

北
さ
つ
ま
漁
協
の
鮮
魚
仲
買
業

女
性
５
名
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
職
業
奉
仕
賞
の
表
彰
を
受

け
、
11
月
28
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス

で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
旧
港
で

鮮
魚
仲
買
業
に
30
年
以
上
携
わ
り

水
産
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
、
松

元
ミ
ユ
キ
さ
ん
、
坂
元
オ
ミ
キ
さ

ん
、
中
野
三
枝
さ
ん
、
小
原
す
み

子
さ
ん
、
k
h
明
子
さ
ん
で
す
。

鮮鮮
魚魚
仲仲
買買
業業
とと
しし
てて
市市
場場
支支
ええ
るる

―

職
業
奉
仕
賞
受
賞

―ロータリー会長らと受賞者した女性５名



市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
奨
学
金
の
貸
付

け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
市
内
に
３
年
以
上
在
住
す
る
方

の
子
弟
で
、
優
れ
た
学
生
お
よ
び
生
徒
の
方

に
限
り
ま
す
。

な
お
、
奨
学
金
貸
付
予
定
月
額
と
採
用
予

定
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
修
学
校

月
額
　
　
　
９
千
円
以
内

予
定
人
員
　
若
干
名

◇
専
門
学
校
ま
た
は
職
業
訓
練
短
大

月
額
　
　
　
１
万
８
千
円
以
内

予
定
人
員
　
若
干
名

◇
大
学

月
額
　
　
　
４
万
円
以
内

予
定
人
員
　
若
干
名

◇
募
集
期
間
　

１
月
30
日
b
〜
３
月
17
日
f

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
３
１
１
）

◇
実
施
日
　
２
月
７
日
c
・
21
日
c

◇
時
　
間
　
10
時
〜
10
時
30
分

◇
場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
２
）

平
成
17
年
10
月
１
日
に
発
効
し
た
鹿
児
島

県
最
低
賃
金
「
時
間
額
608
円
」
は
、
県
内
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
産
業
別

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
産
業
の
労
働
者
に

は
そ
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
年

齢
・
業
務
な
ど
に
よ
る
適
用
除
外
も
あ
り
ま

す
）。

＊
産
業
別
最
低
賃
金

◇
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額：

650
円
　

発
効
日：
平
成
17
年
12
月
７
日

◇
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

時
間
額：

669
円
　

発
効
日：

平
成
17
年
12
月
28
日

◇
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業

時
間
額：

664
円
　

発
効
日：

平
成
17
年
12
月
31
日

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

1
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

◇
相
談
日
　
１
月
18
日
d

◇
時
　
間
　
９
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
場
　
所
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
２
）

相
談
は
無
料
で
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
等

が
予
約
の
上
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
（
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）。

◇
相
談
日
　
１
月
18
日
d
、
２
月
15
日
d

◇
時
　
間
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
場
　
所
　
市
民
会
館
１
階

※
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
（
７
２
）
３
７
７
８

◇
相
談
日
　
２
月
３
日
f

◇
時
　
間
　
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

◇
場
　
所
　
市
役
所
１
階
税
務
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
管
理
徴
収
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
４
１
）

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
盛
永
　
寿
　
様
　
（
広
報
送
付
お
礼
）

▽
西
村
　
操
　
様
　
（
広
報
送
付
お
礼
）

▽
吉
瀬
　
千
賀
子
様
（
図
書
購
入
費
）
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お
知
ら
せINFORM

ATION
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
ひ
き
と
り

交
通
事
故
相
談
に
つ
い
て

心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て

税
務
相
談
に
つ
い
て

最
低
賃
金
お
よ
び

産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て

相
　
談

CO
NSULTIO

N

篤
　
志
　
寄
　
付

阿久根市美しい海のまちづくり公社

【募集職種】
q番所丘公園従業員
（業務内容：番所丘公園の管理作業）

w市内公園清掃作業員
（業務内容：市内公園の清掃）

e道の駅「阿久根」従業員
（業務内容：厨房係・サービス係）

【募集対象者】
q番所丘公園従業員は、昭和11年４月２日以降に生ま
れた方

w市内公園清掃作業員は、昭和11年４月２日以降に生
まれた方

e道の駅「阿久根」従業員は、昭和16年４月２日以降
に生れた方

＊番所丘公園従業員と市内公園清掃作業員の職種に
は、普通第１種運転免許が必要です。

【募集人員】
いずれの職種も若干名

【雇用期間】
平成18年４月１日～平成19年３月31日

【応募手続】
q提出書類：履歴書１通、申請書（公社にあります）
w受付期間：１月16日b～２月15日d
e選考方法：面接
※提出先・問い合わせ先

&阿久根市美しい海のまちづくり公社
阿久根市塩鶴町２丁目１６番地　1７２－１７５５

作業員と従業員を募集します作業員と従業員を募集します
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休日在宅医
１月22日

植村整形外科　　 1&2１０４１ 段
脇本病院　　　 1&5２１２１ 槝之浦西
しお歯科医院　　 1^7５８４４ 出水市下鯖町

１月29日
有村産婦人科内科 1&3４１８０ 上野
中島歯科医院　　 1*2００２０ 高尾野町大窪

２月５日
上園病院　　　　 1&3１０５５ 町
北園歯科医院　　 1^4２１５１ 高尾野町唐笠木

２月11日（建国記念の日）
内山病院　　　　 1&3１５５１ 高松
福原歯科医院　　 1^3２５０１ 出水市緑町

２月12日
鶴見医院　　　　 1&3０５５３ 大丸
瀬戸口歯科医院　 1&2０６４８ 町

●テーマ 「心臓の病気について」

●日　時 ２月１５日（水）１４時～１５時

●場　所 阿久根市民病院４階大ホール

※申し込み・問い合わせ先

阿久根市民病院地域医療連携室

1７３－１３６８

阿久根市民病院健康教室

３か月児健診・BCG接種

（受付時間）12:45～13:00

２月15日C ・H17年10月生まれ

［持ってくるもの］問診票（３か月児健診）、

予診票（BCG：青色）、

母子健康手帳

６か月児育児相談

（受付時間）13:00～13:15

２月17日E ・H17年７月生まれ

・育児に関する相談がある方

［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳

遊びの教室　～すくすく相談～

（受付時間）13:00～13:15

２月２日D ・H17年２月生まれ

・育児に関する相談がある方

［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、

歯ブラシ

１歳６か月児健診

（受付時間）13:00～13:15

２月23日D

［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、

歯ブラシ、コップ

２歳児歯科健診

（受付時間）13:00～13:15

２月９日D ・H15年11月～12月生まれ

［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、

コップ、歯ブラシ

２月の行事予定はありません

３歳児健診

（受付時間）13:00～13:15

２月16日D ・H14年８月生まれ

［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、

歯ブラシ、コップ

（受付時間）15:00～15:15

２月２日D ・12月１日以降に歯科健診を

受けた方

２月17日E

［持ってくるもの］母子健康手帳、歯ブラ

シ、コップ、タオル

重要なお知らせ！！

予防接種法施行令の一部を改正する政令

により、平成18年４月１日から２歳以上の

方は『麻しん』及び『風しん』の予防接種

が任意接種（有料）になります。

満１歳以上のお子さまで、まだ『麻しん』

及び『風しん』の予防接種が終わっていな

い方は、早めに予防接種を受けましょう。

保健師がみなさまの健康に関するご相談

をお受けします。生活習慣や食生活改善・

健診結果・子育てのことなど、からだやこ

ころに関することをお気軽にご相談くださ

い。健康手帳をお持ちの方は、持参してく

ださい。

会場：保健センター

１月31日B 9:00～10:00

●乳幼児健診・育児相談・BCG接種

● 予 防 接 種

● 健 康 相 談

●虫歯予防教室（フッ素塗布）

３・４か月児

６か月児

11か月児

１歳６か月児

２歳児

３歳児

２歳６か月児

●阿久根市郷土芸能フェスタ●阿久根市郷土芸能フェスタ
日時：２月５日a ９時～15時
場所：市総合体育館（アリーナ）
内容：「伝えようふるさとの伝統芸能」をテーマに、郷土芸能保

存団体・郷土芸能伝承指定学校など17団体が参加し、伝統
芸能を実演します。

☆入場は無料です。お気軽にご来場ください。
※問い合わせ先　生涯学習課　1７２－１０５１

●第●第1414回阿久根市生涯学習フェア回阿久根市生涯学習フェア
日時：２月11日g 13時～
場所：市民会館大ホール
内容：学習発表、生涯学習講座生による意見・活動発表、アトラ

クション（「花田さくや」～大いに語り、歌う～）など
☆入場は無料です。お気軽にご来場ください。
※問い合わせ先　生涯学習課　1７２－１０５１

●映画●映画「「男たちの大和男たちの大和/YAMATO/YAMATO」」上映会上映会
上映日：２月19日a
場　所：市民会館
時　間：q11：00～w14：30～e18：30～
入場料：シニア（60歳以上）1,000円　大人1, 800円

大高生1, 500円　小中学生1, 000円、
＊前売券（1,300円）は、市民会館で販売しています。
※問い合わせ先　生涯学習課　1７２－１０５１

イ ベ ン ト 情 報

保健センター情報保健センター情報
問い合わせ先　健康増進課保健予防係
173-1211（内線1431・1432）
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図書館だより
172－0607

雑誌差し上げます雑誌差し上げます
2004年１月号から12月号までの雑
誌を無料で差し上げます。ご自由
にお持ち帰りください。
 日時　１月22日A～29日A

午前９時～午後７時
 場所　市立図書館　１階
※22日Aは一人３冊までを基本と
します。
24日C以降は制限を設けません。

『
貝
の
帆
』

丸
山
健
二
　
著

肉
体
で
も
な
く
、
精
神
で
も
な
く
、
生

者
で
も
な
く
、
死
者
で
も
な
い
。
羊
水
の

大
海
原
に
漂
う
、
１
個
の
未
熟
な
命
。
宿

っ
た
ば
か
り
の
魂
が
「
愛
」
の
何
た
る
か

を
説
く
壮
大
な
物
語
。
作
家
デ
ビ
ュ
ー
40

周
年
記
念
作
品
。

『
夢
の
カ
ル
テ
』高

野
和
明
・
阪
上
仁
志
　
著

銃
撃
事
件
に
遭
遇
し
、
夜
毎
の
悪
夢
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
た
麻
生
刑
事
。
心
理
療

法
を
受
け
よ
う
と
決
意
し
た
彼
は
、
不
思

議
な
雰
囲
気
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
出

会
う
…
。
他
人
の
夢
の
中
に
入
れ
る
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
来
生
夢
衣
が
起
こ
す
、

優
し
い
奇
蹟
の
物
語
。

『
ふ
ふ
ふ
』

井
上
ひ
さ
し
　
著

苦
笑
、
失
笑
、
嘲
笑
、
哄
笑
…
。
世
の

中
、
笑
い
事
で
は
な
い
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ

り
お
か
し
い
近
ご
ろ
の
世
相
。
そ
ん
な
今

の
、
言
葉
、
政
治
、
社
会
、
文
化
に
対
す

る
思
い
、
苦
言
、
展
望
を
書
き
綴
っ
た
徒

然
の
記
。

『
海
と
川
の
恋
文
』

松
本
侑
子
　
著

２
人
の
上
級
生
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け

て
、
遙
香
の
初
恋
は
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は

17
年
間
、
忘
れ
ら
れ
な
い
恋
と
す
れ
違
い

の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
…
。
真
実
の
純
愛
小

説
。

地域子育て支援事業 ２月 子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、お気軽に支援センターをご利用ください。

☆親子教室（10：00～12：00）

☆母親クラブ「あゆみ」…脇本保育園（15：00～17：00）
２月22日d お問い合わせは、みなみ保育園まで

☆年齢別教室（牧内農村環境改善センター）
２月３日f ひよこクラブ　　０～１歳児教室
２月17日f こっこクラブ　　２歳以上児教室
お問い合わせは、みどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びにきてください）
毎週f みなみ保育園
毎週g みどりが丘保育園（第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ）

☆参加は、申し込み制になっていますので、下記の支援センターに前日までに申し込みください。

日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名 日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
どんぐりサークル
い る か サ ー ク ル
ひ ま わ り ク ラ ブ
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル

脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
大 川 児 童 館
保 健 セ ン タ ー
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター
牧内農村環境改善センター
鶴 川 内 児 童 館

１日d

２日e

７日c

〃
８日d

９日e

10日f

14日c

〃

す わ 団 地 教 室
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
ユ ー ユ ー タ イ ム
どんぐりサークル
カンガルーサークル
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル
こ ぐ ま サ ー ク ル

諏 訪 団 地
脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
西目地区集会施設
鶴 川 内 集 会 施 設
牧内農村環境改善センター
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター
鶴 川 内 児 童 館
保 健 セ ン タ ー

��日�

〃
��日�

��日�

��日�

��日�

��日�

��日�

��日�

〃

新 刊 案 内

くらしの情報
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うぶごえ　おくやみ他

黒
田
さ
ま
紀
宮
さ
ま
め
で
た
し
と
月
は
笑
む
ご
と
天
地

あ
め
つ
ち

照
ら
す
　
　
　
　
　
　
琴
平
　
川
畑
　
ス
ミ

再
会
を
互
に
約
し
別
れ
た
る
か
の
ク
ラ
ス
会
の
友
逝
き
し
と
ふ
　
　
　
　
　
　
新
町
　
遠
矢
　
律

癒い

え
難
き
病
や
ま
ひ
の
身
に
も
い
つ
か
慣
れ
歳
旦
迎
ふ
幸
さ
い
は
ひと
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
河
南
誠
一
郎

ぼ
う
然
と
ひ
と
日
の
す
ぎ
て
悔
の
湧
く
丘
の
果は

た
て
の
夕
映
見
つ
つ
　
　
　
　
折
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

亡
き
夫
の
夢
を
見
る
な
き
こ
の
日
ご
ろ
ス
ー
ツ
に
偲
ぶ
今
日
は
命
日
　
　
　
　
上
野
　
亀
澤
　
笑
子

ふ
る
里
の
路
地
裏
の
酒
屋
店
と
ぢ
て
亡
父
の
思
い
出
ひ
と
つ
消
え
ゆ
く
　
　
　
脇
本
　
宮
原
　
範
子

同
期
ら
と
天
草
め
ぐ
る
古
稀
の
旅
雲
仙
岳
も
近
く
に
見
え
て
　
　
　
　
　
　
　
脇
本
　
渡
瀬
　
栄
子

手
際
よ
く
庭
師
の
友
が
幹
や
枝
バ
ツ
サ
リ
切
り
て
青
空
広
し
　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
玉
川
　
慶
子

日
曜
に
孫
の
夫
婦
の
訪
ね
来
ぬ
嫁
初
々

う
ひ
う
ひ

し
く
笑ゑ

窪く
ぼ

愛
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
本
　
赤
崎
　
タ
エ

埋う
づ

み
火
を
か
き
出
し
ふ
つ
と
吹
く
祖
母
の
し
ぐ
さ
お
ぼ
ろ
に
遥
か
と
な
り
ぬ
　
折
口
　
別
府
　
義
明

阿阿

久久

根根

短短

歌歌

会会
※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

アクネホットラインアクネホットライン 173-1111 お気軽にお電話を

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

町
田
　
楓ふ
う

愛あ

裕
　
志
（

潟
　
）

野
村

光
　

ひ
か
る

純
　
　
（
高
之
口
）

尾
h

陽は
る

奈な

高
　
徳
（
波
　
留
）

井
上

遥
　

は
る
か

智
　
彦
（
槝
之
浦
東
）

田
淵
　
翔
太

し
ょ
う
た

洋
　
一
（
槝
之
浦
西
）

川
上
　
大
和

や

ま

と

洋
　
一
（
深
　
田
）

瀬
戸
山
晄み
つ

樹き

宗
　
高
（
大
　
丸
）

安
藤
　
夢
羽
む

う

隆
　
司
（
上
　
野
）

大
尾
　
愛あ
い

香か

久
　
雄
（

浦
　
）

濱
田
　
麗れ
い

冬と

隆
　
則
（
大
　
漉
）

北
園
　
優
生

ゆ
う
せ
い

武
　
士
（
槝
之
浦
西
）

篠
原
　
結
一

ゆ
う
い
ち

真
　
也
（
上
　
原
）

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

下
薗
ミ
ヨ
子
71
（
尻
無
下
）
誠

牛
之
濱
與
七
郎
73
（
牛
之
浜
）
ツ
ル
エ

益
滿
　
義
浩
90
（
中
　
村
）
ミ
　
チ

尻
無
k
勝
則
51
（
尻
無
中
）
シ
ゲ
ノ

大
漉
　
イ
ク
87
（
大
　
漉
）
克
　
義

中
村
　
實
　
82
（

潟
　
）
健
　
一

津
曲
ア
サ
ミ
80
（
中
　
村
）
健
一
郎

寺
地
　
共
榮
95
（
尻
無
下
）
熊
　
男

松
永
イ
ト
ノ
101
（
牛
ノ
浜
）
軍
　
七

岩
切
オ
コ
メ
85
（

浜
　
）
伊
田
ヨ
リ
子

中
野
　
源
吉
78
（
尾
　
原
）
チ
ヨ
子

尾
崎
ア
キ
ノ
97
（
折
口
東
）
哲
　
志

堂
後
　
武
夫
73
（
桐
野
下
）
サ
チ
子

大
下
本
義
男
61
（
内
　
田
）
成
　
二

砂
畑
ナ
ツ
ヱ
80
（
新
　
町
）
泰
　
廣

松
永
　
重
義
80
（
牛
之
浜
）
セ
　
キ

石
澤
　
宗
義
90
（
瀬
之
浦
上
）
勝
　
夫

片
平
　
勉
　
40
（
槝
之
浦
東
）
留
　
美

奥
平
キ
ミ
ヱ
86
（
的
　
場
）
川
畑
重
一
郎

上
釜
　
利
弘
75
（

浜
　
）
ミ
サ
子

松
h

直
　
85
（
桐
野
下
）
ミ
　
エ

花
田
ト
ミ
子
84
（
川
畑
中
）
悟

先
h
サ
イ
子
70
（
上
　
野
）
立
　
身

中
村
　
長
市
92
（
弓
木
野
）
シ
　
ノ

アクネうまいネ料理コンテストアクネうまいネ料理コンテスト
アイデア賞「アジの変わり丼」

■材料（４名分）
・アジ（刺身用） ２尾
・きゅうり １本
・たくわん ４切れ
・青じそ ４枚
・小ねぎ ４本

〈Ａ〉
・しょうゆ 大２と1/2
・マヨネーズ 小２
・わさび 小1/2
・こしょう 少々
・ごはん 茶碗４杯分
・卵黄 ４個分
・白いりごま・のり 各少々

■作り方（４名分）
１　アジは三枚におろし、中骨をとり５～

６㎜の角切りにする。
２　きゅうり、たくわん、青じそはあらみ

じん切りにする。
小ねぎは小口切りにする。

３　Ａを混ぜ、１のアジ、２の野菜をあえ
る。

４　器にあたたかいご飯を盛り、３をのせ
て、卵黄を中心に入れ、いりごま、の
りをのせる。

人のうごき
１月１日現在
（ ）は前月比
人　口

25,658人
（－29人）

男
11,937人
（－12人）

女
13,721人
（－17人）

世帯数
10,855世帯
（－12世帯）

出 生 15人
死 亡 25人
転 入 45人
転 出 64人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

ご
め
い
福
をお

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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◇趣味は何ですか・・・
バレーボールとお菓子作りです。また、最近では、祖
母の作る料理の味や新しい料理にも挑戦しています。

◇性格を自己分析してください・・・
マイペースですが、しっかりしているつもりです。（笑）

◇理想の異性像は・・・
優しくて楽しい人です。

◇将来の夢は・・・
大学で英語を専攻しています。将来は、英語の先生に
なりたいです。

◇阿久根について一言・・・
阿久根に帰ってくると自然豊かで空気がきれいで一番
安らぎます。ずっとこのままであってほしいです。

次は、赤嵜　ゆかりさん（折口東区）あなたの番です。

たた
だだ
今今
青青
春春
！！

西
田
　
麻
衣
さ
ん
™0

（
お
と
め
座
・
Ｂ
型
　
高
之
口
区
）

¡編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地　1（0996）73-1211

¡阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/古紙配合100％再生紙を使用しています。

私たち「生活研究グループ」は、
地産地消をモットーに、安全で安心
な地域の食材を生かし、豊かな食生
活の実践と地域産物のPRに取り組ん
でいます。
また、若い方を対象に、みそ作り

や、豚みそ、ふくれ菓子の作り方な
ども食の伝承活動として行っていま
す。
常時、会員も募集していますので、お気軽に問い合わ

せください。

※問い合わせ先
生活研究グループ　会長　松山
1７５－１４３７

サークル紹介

『地域の食材を生かし食生活を守る』
─ 生活研究グループ ─

１月の納税等
◎固定資産税４期、国民健康保険税８期
（納期１月31日まで）
納期内に納付しましょう。

税目等
市 県 民 税

固定資産税

国　保　税

軽自動車税

４期

８期 ９期

納め忘れはありませんか

納め忘れはありませんか

10期

介護保険料 ６期

１月 ２月 ３月

新
年
を
迎
え
、
広
報
取
材
ノ
ー
ト

を
新
調
し
ま
し
た
。

最
近
話
題
の
Ｉ
Ｔ
企
業
家
が
、
湧

き
出
る
ア
イ
デ
ア
を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
に
書
き
留
め
て
い
る
と
い
う
話
を

聞
き
、
私
も
取
材
ノ
ー
ト
と
し
て
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
購
入
し
ま
し
た
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ

う
な
目
標
を
立
て
ら
れ
た
で
し
ょ
う

か
？私

は
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
見
つ

め
て
い
て
も
何
も
ア
イ
デ
ア
は
出
て

き
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
は
、
取
材
先
で
の
旬
の
話

題
を
書
き
記
し
、
今
年
は
特
集
記
事

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
角
島
）

季
節
の
風
景

季
節
の
風
景

１月１０日は１月１０日は「「１１０番の日１１０番の日」」
急ぐほど　正しく　はっきり　１１０番急ぐほど　正しく　はっきり　１１０番
警察相談　かけて安心　＃９１１０警察相談　かけて安心　＃９１１０

事件・事故が発生し、パトカーや警察官をいち早く現場に
到着させるためには、あなたの「早く」「正確」な１１０番
が必要です。落ち着いて、対応する警察官の質問にお答えく
ださい。
※１１０番は緊急電話です。事件・事故以外の緊急の対応を
必要としないものについては、次へ問い合わせください。
・警察総合相談電話（２４時間対応） ＃９１１０
・阿久根警察署　　　 1（７３）０１１０


